
ドッツァドッツァドッツァドッツァ（（（（DozzaDozzaDozzaDozza））））    

今週はドライブ旅行でした。以前から計画していたボローニャ周辺の「最も美しい村」及び「小さな

村・街」の両方で推薦されているドッツァに行ってきました。ドッツァはミラノからのエミリア街道

を南下し、ボローニャとイモーラ（サーキットがあることで知られています）の間にあり、エミリア・

ロマーニャ州ボローニャ県に属する人口 5700人（村の人口は 950人）の小さな村です。 

 

ボローニャとイモーラ間のエミリア街道から南に入り、一つ目の丘にあるこの村は、昔からゴート族、

ロンバルディ王国、東ローマ帝国と続けて支配を受け、11世紀にはボローニャの支配となり、城壁

で囲まれた村となっています。15世紀の後半に、ミラノのスフォルツァ家のカテリーナ・スフォル

ツァ（Lady of Romagnaと呼ばれた）によって、ここに城（ロッカ）が造られ、16世紀の中旬に、

このロッカと領地はカムペッジ家に委譲されています。カムペッジ家の男子が途切れた後も、結婚政

策により、マルヴェッツィ・カムペッジ家として引き継がれ、ナポレオンの支配時もこの城を継続し

て維持し、1960年にコミューネに委譲するまで続きました。 

 

ドッツァの村は、城壁に囲まれた船の形です。ロッカは船の最後尾に位置し、ロッカからは村全体を

見渡すことが出来ます。

 

 

 

ロッカには 5ユーロで入場出来、中にはカムペッジ家の残した調度品が展示されています。興味を

引くのが、中庭に面したロッジア（片側に壁のない柱廊）です、1回部分には古いフレスコ画か描か

れていました。また、1階部分に当時の調理場と調理用具がそのまま残されているのです。また、2



階には、貴族の部屋があり、カムペッジ家の肖像画と珍しい当時のオルゴールが幾つも展示されてい

ます。まるで、箱根のオルゴールの館のようです。また、城塔の一番上まで登ることができ、そこか

らの村全体と周りの田園風景が一望できます。城塔は、爽やかな風が吹き抜けていて、下界の暑さを

忘れさせてくれました。 

 

 

 

 

ロッカの真下には美しいドッツァの村も見えます。ロッカの村に入る前に、このロッカの地下は地元

のワインを集めたエノテカになっていますので、そこを覗きました。地元のワインにはそれほど高価

なワインはありませんが数は豊富です。また、ワイン以外にも、地元のクッキーやパルミジャーノ・

レッジャーノのクリームチーズ、果物酢等が販売されていました。 



 

 

ロッカを出て、広場を横切ると船の形をした村に入ります。ここも、美しい建物が花で飾られ、ゴミ

一つ落ちていない素晴らしくきれいな村です。「最も美しい村」とは、歴史的な建造物やその景観だ

けでなく、村自体もきれいでなくてはいけないのです。このような村を訪ねるのは、歴史的な建造物

や景色だけが目的ではなく、このようなきれいな村の中を歩くことにあるのだと実感してしまいまし

た。更に、この村の特徴は、きれいなだけでなく、村の家々の壁に書かれた絵画にあるのです。壁に

かかれた絵は、5年ごとに開かれるコンテストで描かれたもので、各絵には描いた日と描いた人の名

前がちゃんと残されています。歴史的なフレスコ画ではありませんが、十分に楽しむことが出来ます。

日本人の画家による壁絵もありました。その人は多摩美出身の画家でした。 

 

 



 

 

昼食は、この村にある小さなレストランでローカルフードです。ワインは地元の赤と白、特に、白ワ

インは、イタリアで初めて DOCGの認定を受けたアルバーナを飲みました。この店のご推薦のドッ

ツァのアルバーナで、少しだけガスが入った甘口の白ワインです。前菜もこの土地の平らで薄いあげ

パンと、この土地のチーズと生ハムです。パスタは、タリアテッレとラザニエのラグ（ボロネーゼ）、

また、タリアテッレはバターと生ハムとパルミジャーノ及びトリフのソースでも頂きました。緑の中

で蝉の声を聞きながら、小さなレストランの小さなバルコニーは花で囲まれています。昼食にこれ以

上の好条件はないと感じながらの美味しい食事でした。 

 

 

今回は、サンドナートから車で高速道路をボローニャ方面に進み、ドッツァまでは約 3時間のドラ

イブでした。公共交通機関を利用しますと、ミラノからボローニャに出て（ユーロスターに乗れば所

要時間 1時間 5分で料金は 41ユーロ）、ボローニャからイモーラまでは 1時間間隔のレジョナーレ

（3.1ユーロ）に乗れば 25分で到着です。イモーラからドッツァまでは、イモーラのバス乗り場（駅

から歩いて 5分ほど）からバス（ATCバス Linea147/247）に乗って 25分ほどです。料金は片道 2

ユーロ以下でしょう。バスは、土曜日には約 1時間間隔（但し、学校が休みの期間は本数が減りま

すので注意が必要）に出ていますが、日曜日はほとんどありません。ですから、公共交通機関を利用

するなら、土曜日しかありません。ドッツァのバス停は、ロッカと反対方向の船の先端部分にありま

す。そこから、村の入り口の城門をくぐれば、ほとんど歩かずにこの「最も美しい村」の内部に入る

ことが出来ます。 

 


